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▲成体

幼生▶

甲賀に根付く自然といきもの
～人々の生活と共に育まれた希少な「地域種」～

　
昔
か
ら
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
周
囲
に
存
在
し
て
い
た
動
植
物
。
し
か

し
近
年
、環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
そ
の
あ
た
り
ま
え
の
風
景
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
の
花
で
あ
り
、こ
の
季
節
に
な
る
と
里
山
や
林
道
沿
い
に
可
憐
な
花

を
咲
か
せ
る
サ
サ
ユ
リ
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、こ
う
い
っ
た「
身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
希
少
な
動
植
物
」

を
紹
介
し
ま
す
。

希
少
な「
地
域
種
」と
は

　
里
山
や
農
地
な
ど
で
昔
か
ら
よ
く
見
か
け
た

動
植
物
の
多
く
は
、実
は
人
の
暮
ら
し
と
自
然

と
の
調
和
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
水
の
張
ら
れ
た
水
田
、除
草
さ
れ
た
あ
ぜ
、間

伐
の
さ
れ
た
里
山
な
ど
、適
度
に
人
の
手
が

入
っ
た
環
境
に
適
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、生
き

残
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
今
で
も
こ
う
い
っ
た
環
境
が
残
さ

れ
て
お
り
、他
の
地
域
で
は
見
る
こ
と
が
難
し

い
数
多
く
の「
地
域
種
」と
呼
ば
れ
る
希
少
な
動

植
物
が
生
息
し
て
い
る
の
で
す
。

甲
賀
に
残
る「
地
域
種
」

　
「
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
」や「
キ
キ
ョ
ウ
」、「
チ
ュ

ウ
サ
ギ
」な
ど
は
、市
内
一
円
で
比
較
的
よ
く
見

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
水
棲
の「
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」や

「
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
」な
ど
に
つ
い
て
は
、全
国

で
も
市
内
が
貴
重
な
生
息
地
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、水
環
境
の
変
化
か
ら
か
、見
ら
れ

る
場
所
が
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

市
の
花「
サ
サ
ユ
リ
」

　
サ
サ
ユ
リ
は
、以
前
な
ら
中
部
地
方
よ
り
西

で
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
見
ら
れ
た
植
物
で
し
た

が
、近
年
で
は
徐
々
に
自
生
地
が
減
少
し
、一
部

の
地
域
に
お
い
て
は
絶
滅
の
可
能
性
が
極
め
て

高
い
種（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
等
）に
指
定
さ
れ
て
い

る
ほ
ど
で
す
。

　
市
内
で
も
自
生
地
が
複
数
確
認
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、も
は
や「
あ
り
ふ
れ
た
野
草
」と
は
言

え
な
い
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
を
危
惧
し
た
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
り
、市
内
各
地
で
保
護
活
動
が
行
わ
れ

て
お
り
、ま
た
市
の
施
設
で
あ
る
み
な
く
ち
子

ど
も
の
森
で
も
自
生
地
の
保
護
や
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
で
は
こ
う
い
っ

た
希
少
生
物
の
調
査
研
究
や
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、生
き
も

の
や
自
然
に
つ
い
て
学
べ
る
自
然
観
察
会

な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�「
甲
賀
市
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」に
つ
い

て
は
自
然
館
で
販
売
し
て
い
ま
す（
１
冊

８
０
０
円
）。

し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ

～
サ
サ
ユ
リ
の
咲
く
森
を
歩
こ
う
～

【
日
時
】6
月
16
日（
土
）14：00
～

　
　
　
（
1
時
間
程
度
）

【
対
象
】子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

　
　
　
（
※
団
体
不
可
）

【
集
合
】自
然
館
前

【
持
ち
物
】野
外
用
の
服
装

みなくち子どもの森 自然館

　以前に仕事でバイ
オテクノロジーに携
わっていた経験を生
かして、最近ではあ
まり見ることのでき
なくなった「ササユリ」を守り育て故郷を賑
わそうと、子どもから高齢者までが一緒に
なって活動しています。また、今年度からは
市の市民協働事業として採用していただい
たことで、より幅広く取り組んでいけること
になりました。
　科学の力でササユリの数を増やすことは
できても、その後定着させるためには、生育
に適した環境を人が保全していかなければ
ならないということも、この活動を通して伝
えていきたいと思っています。

Interview
「滝区ササユリの里づくり」推進委員

渡
わた
辺
なべ
　健
けん
三
ぞう
さん

問
い
合
わ
せ

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

☎
６
３‐６
７
１
２　
Fax
６
３‐０
４
６
６

体長約６cmで太く短い形状をしています。冷
たく、流れの緩い河川や水田の周りの水路に生
息しています。
環境省は絶滅危惧ⅠB類に指定しています。

羽を広げると約10cmの大きさになり、麝
じゃ
香
こう
の

ような匂いを出します。主に幼虫の食草が生
える河川の土手に発生します。
生息数を減少させており、絶滅を危惧する自治
体も増えてきました。

日当たりの良い山地や平野に自生し、６～９月
頃に花を咲かせます。
環境省は絶滅危惧Ⅱ類に指定しています。

体長は70cmほどの中型の白鷺です。
主にカエルや昆虫類を捕食するため、水
田でよく見られます。
環境省では準絶滅危惧種に指定してい
ます。

体長約２cmの日本一小さいトンボで、
平地や丘陵地の湿地を好みます。
多くの県が絶滅危惧種に指定しており、
既に絶滅した地域もあります。

体長10cm程度
湧水のある湿地や水田等を好みます。
環境省は絶滅危惧Ⅱ類に指定していま
す。

ホトケドジョウ ジャコウアゲハ キキョウ チュウサギ ハッチョウトンボ カスミサンショウウオ

甲
賀
市
の
希
少
生
物

　
甲
賀
市
の
代
表
的
な「
地
域
種
」の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。（
そ
の
他
の「
地
域
種
」は
、甲
賀
市
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
ご
参
照
下
さ
い
。）

自然観察の様子

市内で自生するササユリ
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測定方法を確認する中嶋市長

安全でおいしい給食が子どもたちの笑顔の源

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、市
内
の
子
ど
も
達
に
安

心
安
全
な
給
食
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、市

内
３
箇
所
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
水
口・東

部・信
楽
）に
県
内
で
初
め
て
放
射
線
測
定
器

を
設
置
し
、６
月
１
日
か
ら
給
食
の
自
主
検

査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
回
、導
入
設
置
し
た
放
射
線
測
定
器
は

ド
イ
ツ
の
ベ
ル
ト
ー
ル
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社

の
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ（
L
B
２

０
４
５
）と
い
う
機
器
で
、主
に
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
を
測
定
し
ま
す
。

　
調
理
し
た
給
食
や
、食
材
を
ミ
キ
サ
ー
で

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、20
～
30
分
か
け
て
測
定

器
で
検
査
し
ま
す
。

　
万
が
一
、国
の
基
準
値
を
超
え
る
値
が
検

出
さ
れ
た
場
合
は
、該
当
食
材
の
使
用
を
即

座
に
中
止
し
、給
食
を
部
分
的
に
停
止
す
る

等
の
対
応
を
行
う
ほ
か
、県
等
に
報
告
、公
表

し
ま
す
。
ま
た
、日
々
の
測
定
結
果
は
、１
ヶ

月
分
を
ま
と
め
て
、翌
月
に
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

●
測
定
対
象

①�

市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し
た

給
食（
ま
た
は
食
材
）

②�

自
園
給
食
を
提
供
し
て
い
る
保
育
園
等
の

給
食

●
測
定
頻
度

◦
市
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
：
毎
日

◦�

自
園
給
食
の
保
育
園
等
：
週
１
回
輪
番
で

実
施（
福
島
県
内
の
自
治
体
等
と
同
程
度

の
測
定
体
制
）

（敬称略・順不同）

施設名 所在地 事業主
さわらび作業所

甲賀市水口町水口6743番地1 社会福祉法人　さわらび福祉会第二さわらび作業所
サニーサイド 甲賀市水口町宇川69番地 社会福祉法人　湖東会
るりこう園 甲賀市土山町野上野497番地 社会福祉法人　瑠璃光会
やまなみ工房 甲賀市甲南町葛木872番地

社会福祉法人　やまなみ会ゆとりあ 甲賀市甲南町葛木877番地
ワークセンター紫香楽 甲賀市信楽町神山494番地1

社会福祉法人　しがらき会信楽青年寮 甲賀市信楽町神山534番地8
紫香楽ヴィラ 甲賀市信楽町勅旨2392番地5
信楽くるみ作業所 甲賀市信楽町長野92番地 社会福祉法人　信楽くるみ福祉会
共働事業所けいかん 甲賀市水口町嶬峨3480番地 特定非営利活動法人　けいかん
青少年支援ハウス　輝 甲賀市土山町北土山964番地1 特定非営利活動法人　かがやき
青少年自立支援ホーム　一歩

甲賀市甲南町葛木1399番地5 特定非営利活動法人　サポートハウスほほえみ多世代交流センター元気村

　障がい者で介助が必要な方など(災害時要援護者)につい
ては、災害発生時に体育館や集会所といった一般的な避難
所で長期間生活することは、健康面、精神面で大きな負担と
なります。
　市では、このような障がい者の方々が、災害時に安心して
避難生活を送っていただくための福祉避難所を予め確保す
ることについて、市内の障がい者支援施設や自立支援施設

などを運営される社
会福祉法人（６法人
10施設)及び特定非
営利活動法人（３法人
４施設）の協力をいた
だき５月９日(水)に
協定を結びました。

　今回の協定では短期（概ね１週間）で314人、長期（概ね
１ヶ月）で204人を目安として各施設で受入れていただけ
ることとなりました。
　各施設は次のとおりです。�

災害時における福祉避難所に関する協定締結

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
24
年
春
の
叙
勲
、第
18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、

市
内
か
ら
次
の
お
二
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
立
高
等
学
校
の
教
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
、平
成
12
年
か
ら
は
水
口
高
校

で
校
長
の
要
職
に
就
か
れ
、ま
た
退
職

後
に
は
私
学
の
校
長
と
し
て
指
導
に

あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、生
活
指
導

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
、生
徒

が
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
の
自

立
心
を
育
む
こ
と
を
主
な
目
標
に
教

育
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
や
、海
上
自
衛
隊
の
職
務

を
歴
任
さ
れ
た
後
、昭
和
48
年
に
消
防

士
を
拝
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

平
成
３
年
の
信
楽
高
原
鐡
道
列
車
事

故
や
、平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

等
で
的
確
な
現
場
指
揮
を
執
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
も
、現
場
で
得
た
経
験

で
、危
機
管
理
に
携
わ
る
方
々
の
指
導

育
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

瑞
宝
双
光
章

春
の
叙
勲　

瑞
宝
小
綬
章

清し

水み
ず　

忠た
だ

和か
ず 

氏 

（
水
口
町
本
丸
）

中な
か

井い　

正ま
さ

義よ
し 

氏 

（
信
楽
町
中
野
）

　
学
校
給
食
の
材
料
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
測
定
器
に
つ
い

て
は
、昨
年
11
月
、県
下
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
専
門
機
器
の
導
入
を

決
定
し
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
製
の
精
密
機
械
で
受
注
生
産
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、５
月
に
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
配
置
し
、実
証

実
験
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、安
全
な
測
定
体
制
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、６
月
１
日
か
ら
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、健
や
か
に
逞た
く
まし
く
成
長
し
て
い
く
た
め
、学
校
給
食
に

求
め
ら
れ
る
安
全
は
、絶
対
条
件
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、食
材
の
確
保
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
、衛
生
的
な
調
理
に
は
十

分
な
配
慮
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、無
味
無
臭
で
体
内
へ
蓄
積
さ
れ
て
い
く
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
て
い
な
い
給
食
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
、大
変
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
測
定
数
値
も
公
表
し
な
が
ら
、よ
り
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
て
も
ら
っ
て
、元
気
い
っ
ぱ
い
で
学
校
や
園
生
活
を
過
ご
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

甲
賀
市
長
　
中
嶋 

武
嗣　

学
校
給
食
の
放
射
線
測
定
開
始

～
県
内
市
町
初
の
機
器
導
入
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
り
ま
す
～

問
い
合
わ
せ

◦
測
定
器
や
放
射
線
全
般
に
つ
い
て

　
　
　
危
機
管
理
課　
☎
６
５
‐
０
６
６
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

◦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
放
射
線
測
定

　
に
つ
い
て

　
　
　
教
育
総
務
課　
☎
８
６
‐
８
０
１
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

協定書に調印する中嶋市長

調印式に出席した各法人代表者と中嶋市長
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水
口
地
域

区・自
治
会
名
区
長（
自
治
会
長
）名

水
口
第
１

岸
村
　
　
修

水
口
第
２

佐
治
　
光
彦

水
口
第
３

中
川
　
幸
雄

水
口
第
４

藪
下
　
昇
造

水
口
第
５

藤
井
　
善
隆

水
口
第
６

鵜
飼
　
哲
雄

水
口
第
７

杉
本
　
　
直

水
口
第
８

青
木
　
良
明

水
口
第
９

岸
村
　
　
隆

南

青
木
　
季
市

水
口
第
10

坂
上
　
義
雄

水
口
第
11

中
薮
　
　
孝

水
口
第
12

津
田
　
　
実

水
口
第
13

山
本
　
政
治

水
口
第
14

樋
口
　
孝
一

水
口
第
15

山
本
　
正
司

水
口
第
16

碇
　
　
勲
三

水
口
第
17

三
上
　
正
男

城
南
区

竹
山
　
米
二

水
口
第
18

中
島
　
一
登

水
口
第
19

武
本
　
憲
彦

水
口
第
20

寺
村
　
　
孜

水
口
第
21

井
ノ
尾
　
賢

水
口
第
22

宍
戸
　
俊
夫

幸
ケ
平

大
伴
　
裕
二

林
口

佐
々
木
康
平

名
坂

池
本
　
忠
一

東
名
坂

宿
谷
　
吉
廣

名
坂
堂
山

寺
内
　
邦
弘

朝
日
が
丘

竹
村
　
眞
二

古
城
が
丘

中
村
　
敬
一

東
古
城
が
丘

斉
藤
　
正
昭

古
城
が
丘
緑

中
村
　
一
善

松
尾

谷
口
　
周
作

松
尾
団
地

中
村
　
　
秀

水
口
松
尾
台

糸
井
　
豊
美

中
畑

岡
田
　
勝
雄

新
城

森
井
　
幸
三

城
が
丘

田
中
　
龍
彦

つ
つ
じ
が
丘

沓
水
　
　
守

今
郷

長
　
　
栄
一

嶬
峨

木
村
　
定
夫

和
野

奥
村
　
忠
行

八
田

山
中
　
善
治

春
日

宿
谷
　
昌
明

下
山

浅
野
　
正
明

伴
中
山

杉
田
　
豊
久

山

深
谷
　
和
夫

広
野
台
東

岡
崎
　
正
明

広
野
台
西

竹
内
　
和
夫

桜
ヶ
丘

山
本
　
善
昭

第
三
水
口
台

左
近
　
律
男

第
四
水
口
台

松
田
　
俵
三

菅
谷

下
田
　
三
郎

泉

山
川
　
文
吾

酒
人

小
林
伊
佐
治

植

上
村
　
喜
秋

宇
田

山
下
　
正
一

北
脇

田
中
　
啓
介

山
手

三
雲
喜
太
郎

宮
前

高
岡
　
　
治

大
法
寺

島
　
　
守
男

柏
貴

深
貝
　
孝
義

虫
生
野

今
村
　
宏
也

貴
生
川
第
１

奥
村
　
　
稔

貴
生
川
第
２

福
井
　
一
夫

貴
生
川
第
３

上
嶌
　
秀
夫

北
内
貴

宮
本
　
敬
治

宇
川

鎌
倉
　
康
広

岩
坂

西
川
　
武
次

高
山

米
田
　
　
博

三
大
寺

鈴
川
　
晴
一

か
ふ
か
の
丘

岡
村
　
敦
子

三
本
柳

谷
川
　
廣
昭

牛
飼

鵜
飼
　
　
博

杣
中

森
田
　
耕
一

山
上

奥
村
　
　
武

岡
の
郷

清
水
　
裕
二

古
城
が
丘
南

中
村
　
　
豊

城
内

増
井
　
利
匡

本
丸

山
口
　
利
久

梅
の
木

木
下
　
正
春

警
察
官
舎

野
村
　
充
幸

古
城
が
丘
団
地

長
谷
川
栄
弘

西
ヶ
瀬

池
田
　
律
子

あ
や
の
中
央

湯
上
　
誠
之

土
山
地
域

区・自
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地域のリーダー としてご活躍
〜平成24年度区長さん決まる〜

　
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

市
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

※
氏
名
掲
載
を
了
承
さ
れ
た
区・自
治
会
の
み
掲
載
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Q「情報公開制度」って？

A  「情報公開制度」とは、情報公開条例
に基づいて、市が保有している行政

文書の公開を求めることができる制度
です。

Q だれでも情報公開請求できるの？

A だれでも請求することができ、だれ
が請求しても公開される内容は同

じです。

Q どのような文書が公開されるの？

A 市が保有している行政文書は原則
として公開されますが、個人情報な

どの非公開情報が記録されている行政
文書は例外的に公開できません。

Q 「個人情報保護制度」って？

A「個人情報保護制度」とは、個人情報
保護条例に基づいて、個人情報の取

り扱いにあたって守るべきルールを定
め、個人情報の開示などを求めることが
できる制度です。

Q だれでも個人情報の開示請求ができるの？

A だれでも開示請求はできますが、開
示されるのは自分の個人情報のみ

です。
　また、本人確認のため身分証明証が必
要になります。

Q どのような個人情報が開示されるの？

A 他人の個人情報などの非開示情報
が含まれている場合を除き、原則と

して開示されます。

　これらの制度の平成23年度の運用状況（平成24年４月１日現在）について
次のとおり公表します（甲賀市情報公開条例第29条（実施状況の公表）及び
甲賀市個人情報保護条例第44条（運用状況の公表））。

■情報公開の実施状況

◦請求件数   58件
　　市長部局   48件
　　教育委員会   ８件
　　議会   ２件
◦公開等の決定状況
　　公開…   20件
　　部分公開   37件
　　非公開   ３件
　　不存在   ５件
　　請求拒否   ０件
　　取下げ   ２件
※ １件の請求で、複数の決定となることがあ

るため、請求件数より決定状況数が多く
なっています。

◦部分公開及び非公開理由別状況
　　法令秘情報   ０件
　　個人に関する情報   33件
　　法人等に関する情報   15件
　　意思形成過程情報   ０件
　　市政運営情報   ２件
※ 非公開情報が複数に及ぶ場合があるため、

部分公開及び非公開決定の件数よりも部分
公開及び非公開理由の件数が多くなってい
ます。

◦不服申立ての件数   ０件

　甲賀市役所水口庁舎、土山地域市民セン
ター、甲賀大原地域市民センター、甲南第一地
域市民センター及び信楽地域市民センターに
情報コーナーを設け、入札結果、議会会議録な
どの情報提供を行っていますのでご利用下さ
い。

■個人情報開示の実施状況

◦請求件数   10件
　　市長部局   10件
◦開示等の決定状況
　　開示…   ５件
　　部分開示   ５件
　　不存在   ０件
◦部分開示理由別状況
　　他の個人に関する情報   ４件
　　個人の相談等に関する情報   ２件
※ 非開示理由が複数に及ぶ場合があるため、

部分開示決定の件数よりも部分開示理由の
件数が多くなっています。

◦不服申立ての件数   ０件

《公益通報制度》
　公益通報制度は、市の法令遵守の推進体
制のひとつとして位置づけるものです。
　公益のために通報する行為は正当な行
為として評価し、その通報者に対して不
利益な取り扱いがされることのないよう
保護していく体制を築くことで、市役所
内部の浄化を図り、よりよい市政の実現
をめざしています。
　甲賀市法令遵守の推進条例第17条の
規定に基づき、平成23年度の運用状況

（平成24年４月１日現在）を公表します。
◦公益通報件数   ０件
◦不当要求件数   ０件

情報公開・個人情報保護制度について
　市では、市政に関する市民の知る権利を保障することを目的として「情報公開制度」を、また、個人の権利利益の保護
を図り、基本的人権を擁護することを目的として「個人情報保護制度」を実施しています。
　そもそも、「情報公開制度」・「個人情報保護制度」はどのような制度なのでしょうか。

法務室　☎65-0664　 Fax63-4619問い合わせ

Q A&

●情報公開制度
●個人情報保護制度

請求から開示まで

1 2 3

6 5 4

開示請求者
（誰でも請求
できます）

申請書
記入・提出

主務課で
文書検索

開示・非開示
の決定

書面で決定
通知
（開示・非開示等）

開示

６月４日
～６月10日は
歯の衛生週間

　よく噛んでおいしく食べるには歯の健康が大切です。
　むし歯や歯周病になると、口の中に細菌が増えてきます。それをこのま
ま放っておくと、細菌が血管に入って全身に広がり、いろいろな病気を引き
起こしたり、糖尿病などの生活習慣病を悪化させることがあります。
　生活習慣を見直し、いつまでも健康な生活をエンジョイしましょう。

▶むし歯菌を増やさない ▶ フッ素の入った歯磨き粉などを使う（歯の質が強くなります）
▶規則正しい生活を送り、飲食回数を減らす ▶バランスのよい食事をよく噛んで食べる
▶たばこを吸わない ▶定期検診を受ける

親子でいい歯コンクールのお知らせ
　平成23年度中に３歳６か月児健診を受けられた方
のうち、親子ともにむし歯がない・お口の中の状態がい
いという方を、７月22日に滋賀県で行われる「親子で
いい歯コンクール」へ推薦します。
　該当の方で推薦を希望される場合は親・子の口腔状
態を事前に確認させていただきますので、６月13日ま
でに健康推進課へご連絡ください。

歯周疾患検診のお知らせ
　診察・パノラマＸ線撮影により歯と歯ぐきの状態を
確認します。現在、歯の治療を受けていない40 ～ 70
歳の方が対象です。希望の方は指定歯科医療機関へ申
し込みください。
※ 詳しくは健診（検診）カレンダー 25ページをご覧ください。

お詫びと訂正
　健診カレンダーＰ12歯周疾患健診の対象者に誤りがあ
りました。お詫びして訂正します。
P12 ○誤  昭和48年（1973年）４月２日

～昭和18年（1943年）４月1日以前生
 ○正  昭和17年（1942年）４月２日

～昭和48年（1973年）４月1日以前生

健康推進課　健康増進係
  ☎65-0737　Fax63-4591問い合わせ

むし歯予防・歯周病予防は毎日の生活習慣から

検診内容 実施日 受付時間 実施場所

〈集団で受ける健診（検診）〉
●基本健診
　対　象／ 19 ～ 39才
　　　　　（昭和48年4月1日～
　　　　　　　　平成6年4月1日生）
　受診料／ 1,000円

●肝炎ウイルス検診（集団実施）
　対　象／  40 ～ 64歳で、過去に肝炎ウ

イルス検診を受診していな
い甲賀市国民健康保険加入
者で、集団にて特定健康診査
を受診される方

　受診料／ 1,000円（70歳以上無料）

6月7日（木） 9：00 ～ 11：00
甲南保健センター6月8日（金） 9：00 ～ 11：00

13：30 ～ 15：00
6月12日（火） 9：00 ～ 11：00

信楽開発センター6月13日（水） 13:30 ～ 15：00
6月14日（木） 9：00 ～ 11：00
6月18日（月） 9：00 ～ 11：00 甲賀保健センター
6月19日（火） 9：00 ～ 11：00 土山開発センター6月20日（水）
6月21日（木） 9：00 ～ 11：00 甲賀保健センター
6月26日（火） 14：00 ～ 15：00 土山開発センター
6月27日（水） 13：30 ～ 15：00 甲賀保健センター
7月11日（水） 9：00 ～ 11：00

水口社会福祉センター13：30 ～ 15：00
7月12日（木） 9：00 ～ 11：007月13日（金）
7月14日（土） 9：00 ～ 11：00 水口保健センター7月24日（火） 9：00 ～ 11：00

基本健診・肝炎ウイルス検診・結核検診が始まります

〈指定医療機関で受ける検診〉 ※市内の指定医療機関を受診してください。

●結核検診
　◦実施時期／ 6月～ 1月末
　◦対象者／ 65歳以上
　◦内容／胸部レントゲン
　◦受診料／無料

★ 詳細については、健診（検診）カレンダー
をご覧ください。

　▷基本健診（P14）　▷結核検診（P22）
　▷肝炎ウイルス検診（P23）

●肝炎ウイルス検診（医療機関実施）
　◦実施時期／ 6月～ 1月末
　◦ 対象者／ 40歳以上および肝炎ウイル

ス検診を受けたことのない方
　◦内容／問診・血液検査
　◦受診料／ 1,000円（70歳以上無料）

健康推進課　健康増進係
☎65-0737　Fax63-4591

問い合わせ

82012.6.1平成24年6月1日9 2012.6.1 平成24年6月1日



となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

西沢ののはなしょうぶ群落  伊賀市 坂本棚田  亀山市

　
補
助
対
象
と
な
る
団
体　

　
市
民
等
に
よ
り
自
主
的
に
組
織
さ
れ
、団
体
と
し
て
の
意
思
決

定
に
よ
る
事
業
実
施
や
適
正
な
経
理
処
理
が
で
き
、か
つ
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
団
体
が
対
象
で
す
。

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
。

②
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
持
ち
、年
間
を
通
じ
て
主
に
市
内
で
活
動

し
て
い
る
こ
と
。

③
主
に
市
内
に
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
18
歳
以
上
の
方（
５

人
以
上
）で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、市
が
交
付
す
る
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
補
助
対
象
と
な
る
事
業　

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
為
と
認
め
ら
れ
る
事
業

▼
事
業
例

◎
講
演
会
な
ど
の
開
催
や
チ
ラ
シ
配
布
等
の
啓
発
活
動

◎
女
性
や
男
性
の
自
立
な
ど
へ
の
支
援
活
動

　
事
業
の
実
施
期
間　

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ

る
事
業
。

　
対
象
経
費　

　
事
業
実
施
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、講
師
謝
金
や
旅
費
、事
務
用

品
、コ
ピ
ー
代
、会
場
使
用
料
な
ど
。

　
補
助
金
交
付
額　

　
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、１
団
体
に
つ
き
年

間
２
万
円
が
上
限
額
と
な
り
、千
円
未
満
は
切
り
捨
て
と
し
ま
す
。

　
補
助
金
交
付
の
申
請　

　
所
定
の
書
類
を
６
月
29
日（
金
）ま
で
に
人
権
推
進
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
滋
賀
県
が
設
置
し
て
い
た
滋
賀
県
身
体
障
害
者
相
談
員
と

滋
賀
県
知
的
障
害
者
相
談
員
が
国
の
権
限
委
譲
の
た
め
、平
成

24
年
度
か
ら
甲
賀
市
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
、次
の
方
々
に

相
談
員
と
し
て
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、障

が
い
の
あ
る
方
の
自
立
や
社
会
参
加
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ

ん
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　
任
期
は
い
ず
れ
も
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

森も
り
井い　
登の
ぼ
る（
水
口
）

中な
か
瀬せ　

は
つ

子こ（
水
口
）

藤ふ
じ
本も
と　
俊し
ゅ
ん
じ治（
土
山
）

村む
ら
木き　
洋よ
う
次じ

郎ろ
う（
土
山
）

井い

場ば　
道み
ち
夫お（
甲
賀
）

増ま
す
田だ　
定さ
だ
雄お（
甲
賀
）

冨と
み
山や
ま　
幸こ
う
治じ（
甲
賀
）

宮み
や
本も
と　
富と

美み

男お（
甲
南
）

加か

藤と
う　
千ち

鶴づ
る（
甲
南
）

大お
お
西に
し　
正ま
さ
純ず
み（
信
楽
）

藤ふ
じ
田た　
徹と
お
る（
信
楽
）

知
的
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

大お
お
野の　
慶け
い
子こ（
水
口
）

鵜う

飼か
い　
多た

美み

恵え（
土
山
）

松ま
つ
山や
ま　
正ま
さ
和か
ず（
甲
賀
）

竹た
け
口ぐ
ち　
拓ひ
ろ
志し（
甲
南
）

鈴す
ず
木き　
つ
や
子（
信
楽
）

～
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

活
動
団
体
補
助
金
の
申
請
受
付
中
～

男
女
共
同
参
画
活
動
を
応
援

身
体・知
的
障
害
者

相
談
員
が
決
ま
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ

　
自
立
支
援
課　
自
立
支
援
係

　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
０
２

　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５

　
市
で
は
、性
別
に
関
わ
ら
ず
み
ん
な
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組
む
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

　
☎
６
５
‐
０
６
９
５　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

VOL.17

〜のどかな田園風景〜〜気品あるさわやかな初夏の使者〜

　
野の
の
ぼ
り登
山
の
山
麓
約
23 

ha
に
約

4
4
0
枚
の
水
田
が
広
が
る
坂

本
棚
田
。
戦
国
時
代
に
開
墾
さ

れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、法
面
が
石

積
み
の
珍
し
い
棚
田
で
す
。

　

近
く
の
坂
本
農
村
公
園
に
は

展
望
台
が
あ
り
、美
し
い
の
ど
か

な
田
園
風
景
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
平
成
11
年
に
は「
日
本
の
棚
田

百
選
」に
選
ば
れ
、地
元
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
、こ
の
美
し
い
景
観

が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】亀
山
市
安
坂
山
町

【
ア
ク
セ
ス
】東
名
阪
自
動
車
道

「
亀
山
IC
」よ
り
約
20
分（
亀
山
IC
→

国
道
1
号
→
県
道
3
0
2
号
）

　
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
ア
ヤ
メ
科

の
多
年
草
で
１
，０
０
０
種
以
上
の

花
菖
蒲
の
原
種
で
す
。
も
と
も
と

は
西
之
澤
平
池
周
辺
に
自
生
し
て

い
ま
し
た
が
、現
在
は
２
，５
０
０

㎡
の
私
有
地
に
、約
２
，０
０
０
株

が
植
え
ら
れ
て
い
て
、６
月
中
旬
、

満
開
を
迎
え
ま
す
。

　
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
て
、色
あ
ざ
や
か
に
咲
き
誇
る

花
は
、訪
れ
る
人
の
目
を
和
ま
せ

ま
す
。

【
と
こ
ろ
】　
伊
賀
市
西
之
澤

【
ア
ク
セ
ス
】　
壬
生
野
IC
か
ら
南

東
へ
2・7
㎞

問
い
合
わ
せ

伊
賀
市
商
工
労
働
観
光
課

☎
０
５
９
５-

４
３-

２
３
０
９

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

問
い
合
わ
せ

亀
山
市
環
境・産
業
部　
農
政
室

☎
０
５
９
５-

８
４-

５
０
８
２

▼
払
戻
し
の
対
象
と
な
る
商
品
券

・
旧
水
口
繁
栄
協
同
組
合
及
び
、旧
水
口
商
工
協
同
組

合
に
て
発
行
さ
れ
た
額
面
５
０
０
円
の「
商
品
券
」

ま
た
は「
S
H
O
P
P
I
N
G 

V
O
U
C
H
E
R
」

▼
申
出
期
間

・
６
月
１
日（
金
）～
８
月
３
１
日（
金
）ま
で

　
※ 

右
記
申
出
期
間
中
に
申
し
出
の
な
い
方
は
、本
払
戻
し

手
続
き
か
ら
除
斥
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

▼
申
出
及
び
払
戻
方
法

・ 

甲
賀
市
商
工
会
本
所
に
て
現
金
に
よ
る
払
戻
し
を
行

い
ま
す
。

　
商
品
券
と
ご
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、甲
賀
市
商
工

会
本
所
に
設
置
の「
払
戻
申
出
書
」に
必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、払
戻
し
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

▼
受
付
時
間
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

・
受
付
時
間
：
平
日

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
お
問
い
合
わ
せ
先
：
甲
賀
市
商
工
会　
本
所

　
　
　
　
　
　
〒
５
２
８–

０
０
０
５

　
　
　
　
　
　
甲
賀
市
水
口
町
水
口
５
５
７
７–

２

　
　
　
　
　
　
電
話　
０
７
４
８–

６
２–

１
６
７
６

旧
水
口
繁
栄
協
同
組
合 

及
び

旧
水
口
商
工
協
同
組
合

商
品
券
を
お
持
ち
の
お
客
様
へ

～
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

払
戻
し
の
お
知
ら
せ
～

　
現
在
、甲
賀
市
商
工
会（
発
行
者
）で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
旧
水
口
繁
栄
協
同
組
合
及
び
、旧
水
口
商
工

協
同
組
合
が
発
行
し
た
未
使
用
商
品
券
を
、左
記
の

方
法
で
払
戻
し
を
い
た
し
ま
す
。
当
該
商
品
券
を
お

持
ち
の
方
は
、期
間
内
に
払
戻
し
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

甲賀市奨学資金
給付制度のお知らせ

　市では、修学の意欲がありながら、
経済的理由により高等学校等への就
学が困難な方に対して奨学資金を給
付しています。

●給付の対象  
　次の①から③のすべてに該当する方
が対象となります。
①滋賀県奨学資金または日本学生支援

機構奨学金、およびこれらに準ずる
奨学金の貸与を受けている方

②保護者が①の奨学金の貸与を受ける
に至った日より前１年以上引き続い
て市内に住所を有している方

③生活保護法に基づく被保護世帯また
はそれに準ずる世帯に属する方

●給付の額  
◦高等学校、特別支援学校（高等部）等 
　　月額５，000円
◦大学（大学院を除く）等 
　　月額15，000円
●申請期間  
　６月15日（金）～７月13日（金）
※ 給付を受けるには、申請書の提出が

必要です。詳しくは、下記までお問
い合わせください。

学校教育課　学務係
☎86-8019　 Fax86-8380

問い合わせ

伊勢関IC

向井IC

関トンネル

板屋IC
南在家IC

久我IC 関IC

芸濃IC

亀山IC

亀山JCT

鈴鹿IC

亀山PA
スマートIC

亀山関加太

JR関西本線

JR関西本線

新
名
神
高
速
道
路

1

1

25

306

10
伊勢自動車道

し
ま
が
は
ら

つきがせぐち

にい

にしおおて

う
え
の
し ひろこうじ

かやまち

いだみち

いちべ

いなこ

まるやま

うえばやし

ひどべ
ん
か
が
い

み
は
た

ぐ
な
さ

う
ど
ん
し

つげ

道
鉄
賀
伊

なばり

いがこうづ

にしあおやま

尼ヶ岳

三国越林道

線阪
大鉄
近

ま
や
お
あ

あかめぐち

伊賀IC

至名古屋

至奈良

至
奈
良・
大
阪

至大阪

至伊勢

上柘植IC

下柘植IC

御代IC

壬生野IC

伊
賀　一

之
宮
IC

友生IC

中
瀬
IC

上野東IC

上野IC

大内IC

治田IC

白樫IC

くわまち

き
き
ょ
う
が
お
か

名阪
国道

が
い

の
え
う

JR関
西本
線
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49NO.地域市民センター東西南北
自治振興会は、市の提案 23地区全てで設立されています。

希望ヶ丘学区自治振興会本町分会
　希望ヶ丘本町区は、約 1,200 世帯、3,800 人の人々
が暮らす大規模な新興住宅地です。多くの方は、他所か
ら引っ越して来られ、第２の故郷としてこの希望ヶ丘本
町区に住んでおられます。
　現在でも人口は増加していますが、少子高齢化や人づ
きあいの希薄化などさまざまな課題を抱えています。そ
れらの課題を克服するために、今年の 2 月 26 日に希望
ヶ丘学区自治振興会本町分会が設立されました。
　今後は、後発の優位性を活かしながら、自治会をはじ
め、各種団体等の皆さんや、一人でも多くの方々に参画
をしていただき、本町区が誰もが住んでよかった思える
まちになるように活動を進めていきます。 

希望ヶ丘学区自治振興会本町分会
酒
さか

巻
まき

　昌
しょういち

市会長に聞きました

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　平成 21年の区長会で初めてこの提案をいただいた時
点では、既に地域に根付いて活動している自治会との兼
ね合いなどにより難色を示していました。しかし、詳し
い説明を受けるに従い、既存の自治組織とは違う立ち位
置での活動ができる可能性を感じ、前向きに検討するこ
とになりました。
　そして、自治会との度重なる協議を経て昨年 12月に
は設立準備委員会を立ち上げ、３回に亘る協議の結果、
２月 26日当分会を設立するに至りました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　当分会は、設
立されて間がな
いため、大きな
事業については
構想を練る段階
です。しかし、
自治会に入会さ
れていない区民
にも自治振興会の情報を提供するために、区内３か所に
掲示板を設置しました。また、市や個人では対処するこ
とのできない樹木の伐採等を実施しました。
　今後は、区内の高齢化問題や安心安全事業を中心に事
業を展開していく予定です。特に、東日本大震災を教訓
にして、当分会も独自の災害への対応が必要であると強
く感じたので、先進地を参考にしながら、防災のまちづ
くりに取り組んでいこうと思います。

── �希望ヶ丘学区自治振興会本町分会のＰＲをどうぞ

　当分会では、区民同士が活動を通じてつながりを持ち
合い、身の回りのことで自分たちにできることは自分で
やるというように、意識を変えていける場でありたいと
考えています。例えば、各々が自分の家の前を掃除する
だけでも地区全体の美化が保たれ、またそれを通じて、
少なくとも向こう三軒両隣のつながりが生まれます。こ
ういった小さなことを大切にしていきたいと思います。
　大きな事業ももちろんですが、私たち役員も区民も一
緒に意識を変えていけるような小さな運動からまず取り
組んでいこうと思いますので、今後共に本町分会の活動
を見守っていただきたいと思います。

―向こう三軒両隣のつながりから―

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

　
雲
井
小
学
校
で
５
月
1
日
に
、信
楽
消
防
署
員
の
指
導
の
も
と
、全
校
児
童

に
よ
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
9
時
30
分
の
訓
練
放
送
を
合
図
に
、各
教
室
か
ら
担
任
の

先
生
を
先
頭
に
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押
え
た
児
童
が
、次
々
と

運
動
場
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、水
消
火
器
を
用
い
た
家
庭
用
消
火
器
の
使
い

方
の
講
習
が
あ
り
、全
校
児
童
や
保
護
者
が
見
守
る
な
か
、

高
学
年
の
児
童
が
見
事
に
火
災
の
的
に
命
中
さ
せ
ま
し
た
。

　
避
難
時
の
落
ち
着
い
た
動
作
や
、消
火
器
の
扱
い
に
消
防

署
員
の
方
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
校
長
先
生
か
ら
、「
こ
の
体
験
を
家
庭
で
話
し
、家

族
で
も
う
一
度
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
」と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
９
日
、甲
南
第
二
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、子
ど
も
た
ち
に
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
や
横
断
の
仕
方
を
練
習
し
、日

頃
か
ら
交
通
安
全
に
努
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

｢

車
は
急
に
止
ま
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
み
ん
な
一
人

ひ
と
り
が
、止
ま
る
、見
る
、待
つ
、の
3
点
を
意
識
し

て
、自
転
車
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。｣

と
い
う
地
元
の
杉
谷

駐
在
所
長
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
後
、実
際
に
自
転
車
に

乗
っ
て
学
校
周
辺
の
道
路
を
走
り
ま
し
た
。
小
雨
が

降
る
中
、子
ど
も
た
ち
は
指
導
を
受
け
、自
転
車
か
ら

降
り
て
道
路
の
左
右
の
確
認
を
し
、安
全
に
道
路
を
横

断
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
ホ
ー
ル
で
は
、自
主
活

動
サ
ー
ク
ル“
水
彩
画
ク
ラ
ブ
”の
皆
さ
ん
が
月
替
り
で
力
作

を
展
示
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
度
か
ら
新
た
に
設
置
し
た『
地
域
の
広
場
』の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、最
近
貴
生
川
地
域
の
方
が
自
身
で
掘
り
出
し
た

竹
の
根
っ
こ
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
、今
年
の
干
支
で
あ
る「
龍
」

や
お
め
で
た
い「
鶴
亀
」の
竹
細
工
を
展
示
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
自
然
を
生
か
し
て
作
ら
れ
た
作
品
の
ア
イ
デ
ア
に
、興

味
を
持
っ
て
ご
覧
に
な
っ
た
方
が
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の『
地
域
の
広
場
』で
は
、発
掘
作
業
に
参
加
さ
れ
た
際
に

収
集
さ
れ
た
資
料
や
季
節
折
々
の
行
事
、風
景
の
写
真
や
絵
画
な
ど
の
展

示
も
あ
り
、「
次
は
ど
ん
な
作
品
が
見
せ
て
も
ら
え
る
の
か
な
」と
、来
訪
さ

れ
る
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、玄
関
と
駐
車
場
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ

が
ど
れ
も
満
開
に
な
り
、来
所
さ
れ
る
住
民
の
方
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
花
は
、大
野
地
域
自
治
振
興
会
の
生
活・環
境
部
会
が
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、

「
大
野
花
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
」と
称
し
て

昨
年
十
月
末
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

春
先
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
、今
で
は
プ

ラ
ン
タ
ー
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
見
事
に
咲

き
ま
し
た
。

　

大
野
地
域
自
治
振
興
会
の
取
り
組
み

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
回
覧
板
一
覧
』で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
野
地
域
自
治
振
興
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

http://0 ゼ
ロ0 ゼ
ロn エ
ヌo オ
ー.jp/

で
す
。

避
難
訓
練
と
消
火
体
験

雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

自
転
車
に
乗
っ
て
安
全
確
認

甲
南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地
域
の
広
場

貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

溢
れ
る
花
で
お
迎
え

大
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●
採
用
職
種

　
①
行
政
若
干
名　
②
土
木
１
名

　
③
保
健
師
１
名

（
い
ず
れ
も
平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
）

●
受
験
資
格

　
①�

行
政
及
び
②
土
木

　
　

�　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
、平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
、

　
③�

保
健
師

　
　

�　
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
方
。

●
１
次
試
験
／
７
月
22
日（
日
）

●
２
次
試
験
／
９
月
下
旬
予
定

●
受
付
期
間

　

�

６
月
１
日（
金
）～
６
月
28
日（
木
）ま
で
の

執
務
時
間
中（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
※�

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、職
員
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

甲
賀
市

正
規
職
員
採
用
試
験

問
い
合
わ
せ

　
職
員
課　
人
事
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
６
９

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
６
１　

　「
人
自
然
輝
き
つ
づ
け
る
あ
い
甲
賀
」実
現

の
た
め
、高
い
使
命
感
と
責
任
を
自
覚
し
、創

意
工
夫
の
も
と
、自
発
的
に
行
動
で
き
る
人
材

を
求
め
ま
す
。

〜
未
来
の
甲
賀
市
を
担
う
情
熱
と
責
任
感
〜
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　「信楽座」とは、信楽を拠点に活躍する若手芸術家た
ちが、新しい手法でまちづくりを始めようと立ち上げ
た団体で、まちなかを舞台としたアートイベント「信
楽ACT」をこれまでに四回開催し、信楽の魅力を市内
外に発信してきました。
　自身も陶芸家であり、「信楽座」を主宰する山田浩之
さんにお話を伺いました。
Q１「信楽座」の目的を教えてください
　全国的に元気がなくなってきている地域が多く
なってきたと思いますが、信楽では陶芸で培われた文
化の土壌を使って、まちづくりができないかと考えま
した。
Q２具体的にはどのようなまちづくりですか
　「信楽ACT」という信楽のまちなか自体を展示場と
する催しを開催し、全ての人に、より身近に芸術を感
じてもらえるためのまちを創ろうと考えています。
また、この活動のテーマとなる芸術や人、そして産業
との関わりを表現した本の出版等、多方面で活動して
います。
Q３この先、どのような活動を考えておられますか
　この活動を始めて５年経ちますが、やっと形が見え
かけてきたところです。小さな活動であっても、続け
ることによりやがては周りに伝わって、将来的には甲
賀市から世界に文化を発信できるようになることを
夢見ています。
Q４「信楽座」の魅力は
　「信楽座」の仲間は、30 ～ 40年後の子ども達が誇れ
る、文化溢れるまちを残すことを考え、熱い想いを持

つ作家達がボラン
ティアで集まり、
活動しています。
今後も、みなさん
の応援をよろしく
お願いします。

未来のこどものために
文化の力を

（信楽座代表）

山
やま

田
だ

　浩
ひろ

之
ゆき

さん63

　
恒
例
と
な
っ
て
い
る「
第
10
回
み
な
く
ち
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
５
月
５
日
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、10
回
目
を
迎
え
た
本
大

会
に
は
市
内
各
地
か
ら
１
８
９
名

が
参
加
し
、五
月
晴
れ
の
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、そ
れ
ぞ
れ
が

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
参
加
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
善
意
は
、甲
賀
市
の
教
育

に
と
山
本
教
育
長
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
ケ
ン
ケ
ト
祭
」が
５
月
３
日
、土
山
町
前
野

の
瀧た

樹き

神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
で
は
、伝
統
の「
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
」が

披
露
さ
れ
ま
す
が
、発
祥
は
１
４
８
９
年
に
地

元
の
有
力
者
で
あ
っ
た
頓
宮
氏
や
、岩
室
氏
ら

に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
踊
り
の
主
役
は
、地
元
の
三
区（
岩
室・

頓
宮・
前
野
）の
小
学
生
か
ら
交
代
で
選
ば
れ

ま
す
。
踊
り
子
達
は
、孔
雀
の
羽
を
あ
し
ら
っ

た
美
し
い
被
り
物
と
鮮
や
か
な
色
彩
の
衣
装

に
身
を
包
み
、棒
を
持
っ
て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む

よ
う
な
軽
や
か
な
動
き
の
踊
り
を
見
事
に
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
日
に
贈
る
善
意

～
ケ
ン
ケ
ト
ケ
ン
ケ
ン
～

お
囃
子
に
の
っ
て

▲寄せられた浄財を受け取る山本教育長【右】

　伴谷保育園・幼稚園の園児ら約100名が４月24日、
NPO法人「鹿深の杜」が運営する農園内の、菜の花畑を
訪れました。
　園児たちの背よ
りも高く育った菜
の花畑は、迷路遊び
の格好の場所にな
り、かくれんぼや、
かけっこを楽しみ
ながら、黄色一色に
染まった畑の中で
元気いっぱいに歓
声をあげていまし
た。
　

 陶芸の森信楽産
業展示館で、４月
１ 日 か ら ５ 月 ６
日までの間「ほろ
酔いうつわと地酒
展」が開催されま
した。
　今年四回目を迎
えたこの展示は、
地 域 の 方 々 の 努
力や、展示を訪れ
た人々の口コミに
よって、閉幕まで
に総勢8000名を
超える来場者を迎
えました。
　また、今回初の試みとして、甲賀・湖南地域の12の酒
蔵が本展示にコラボレーションした「甲賀の地酒　き
き酒会」が５月３日、開催されました。訪れた人々は、
信楽焼の酒器で味わい深い地酒を堪能していました。

黄色い迷路で楽しいひと時

信楽焼で地酒を堪能川
と
桜
と
鮎
河
菜
と

ケンケト祭

「鹿深の杜」菜の花畑

鮎河小お花見給食

第10回みなくち
チャリティーゴルフ大会

ほろ酔いうつわと地酒展

▲川の辺、みんなで春を満喫

▲展示会場できき酒を楽しむ来場者

菜の花畑で▶
歓声をあげる園児　

▼

熱
狂
に
包
ま
れ
る「
花
ば
い
」

◀�陶芸作品「つち大根」
　などの山田さんの作品

　
鮎
河
小
学
校
お
花
見
給
食
が
、４
月
24
日
、美
し
い
桜
の
木
々
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
う
ぐ

い
川
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
30
名
の
児
童
は
、桜
の
木
の
木
漏
れ
日

の
中
で
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、こ

の
日
は
ご
当
地
野
菜
で
あ
る「
鮎
河
菜
」の

お
漬
物
が
振
舞
わ
れ
、地
元
伝
統
の
味
に
児

童
達
も
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
う
ぐ
い
川
の
桜
は
、同
校
卒
業
生
が
昭
和

56
年
か
ら
毎
年
、記
念
植
樹
し
て
い
る
も
の

で
、今
で
は
約
２
０
０
本
が
咲
き
競
う
市
内

の
代
表
的
な
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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催　し
滋賀県障害者スポーツ大会
参加者募集
～ボウリング大会～
●開催日／7月29日（日）
●場所／大津ボウル
●対象／県内に在住する12歳以上
（平成24年4月1日現在）で身体・知的
障がいのある方（参加無料）
●申し込み受付／市民窓口センター、
土山地域市民センター、甲賀大原地
域市民センター、甲南第一地域市民
センター、信楽地域市民センター
〔6月20日（水）締切〕
問／自立支援課

65-0702 ／Fax 63-4085

夜空旅人（天体観望会）
「土星の環の正体は？」

～土星が見ごろです～
●日時／６月９日（土） 19：30～21：30
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、土星などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込期限／６月８日（金）　先着20名
※天候等により中止する場合があります。
申・問／かふか生涯学習館

88-4100 ／Fax 88-5055

甲南ふれあいの館
なつかしの体験教室
「草履作り教室」

●日時／6月17日(日)13:00～16:00
●内容／布ぞうりの制作
●定員／10名(先着順)
●参加費／200円
●持ち物／巾5㎝の布約20メートル

●申込方法／TEL・FAXで下記までご
連絡ください。
問／甲南ふれあいの館

（月火休館・10:00 ～ 17:00）
／Fax 86-7551

第２１回鈴鹿馬子唄全国大会
　全国の民謡を愛する皆さんに、鈴鹿
峠の麓「あいの土山」で自慢ののどを
ご披露いただきます。
●日時／６月１７日（日）　９時～一般
の部予選：１４時～決勝
●入場料／無料
●ゲスト／成世昌平（クラウンレコー
ド）、Green2（クラウンレコード）ほか
問／あいの土山文化ホール

66-1602 ／Fax 66-1603

　  募　集

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／6月1日（金）～15日（金）
（土・日を除く9時～17時）
●使用開始日／7月1日（日）

〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
9区画（うち軽自動車3区画）

〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
身体障がい者用2区画
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課

65-0686／Fax 63-4582
〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車1,500円／月　原付1,800円／月
（直接お問い合わせください）

問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590
（受付時間／6時15分～9時15分、
13時～14時、18時30分～20時30分）

「人権学習サポーター養成講座」
受講生募集
〔人権学習サポーター制度とは…〕
　人権問題について学習した人を、さ
まざまな場面での人権学習が支援でき
る人材として、市が認定・登録します。
〔講座概要〕
●開催日時／7月～翌年2月
●開催場所／甲賀市内各地
●参加回数／6回（いくつかの講座か
ら申込者が選択します。）
●内容／人権問題について幅広く学
習し、知識やスキルを習得します。
●参加費／無料
●定員／20名程度
●申込締切／6月29日（金）
申・問／人権推進課人権教育担当

65-0693／Fax 63-4582

シニアゆったり体操教室
参加者募集
●日時／6月26日（火）～7月31日
（火）、毎週火曜日、全６回
●場所／信楽体育館
●指導者／スポーツ指導員
●内容／高齢者を対象にした無理な
くゆっくりできる体操。ニュースポー
ツの紹介。
●定員／15名(おおむね60歳以上の
男女)
●締切／6月21日。定員になり次第
締め切ります。
●参加料／1,300円(保険料含む)
申・問／信楽体育館

82-0934

＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→トップの［甲賀市史］のバナーからもご覧いただけます

甲
賀
市
の
西
南
部
を
占
め
る
信
楽
谷
は
、

そ
の
立
地
か
ら
古
く
よ
り
奈
良
や
京
都
の
影

響
を
強
く
受
け
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

今
回
刊
行
の
中
世
編
で
詳
し
く
解
き
明
か
さ

れ
た
武
士
の
活
躍
を
み
て
も
、野
洲
川・杣
川

流
域
と
は
か
な
り
異
な
る
様
相
を
示
し
て
い

ま
す
。

信
楽
谷
の
中
世
を
語
る
代
表
的
な
史
実
と

し
て
は
、信
楽
焼
の
開か

い

窯よ
う

と
信し
が
ら
き
の
し
ょ
う

楽
荘
を
め
ぐ

る
領
主
近こ
の

衛え

家
の
動
向
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

と
く
に
都
を
舞
台
に
起
こ
っ
た
応お

う

仁に
ん
の
乱
に

際
し
て
、公
家
社
会
の
頂
点
に
位
置
し
摂せ
っ
し
ょ
う政・

関か
ん

白ぱ
く
に
つ
く
こ
と
の
で
き
る
近
衛
家
の
当
主

近
衛
政ま
さ

家い
え
が
、戦
乱
を
避
け
自
ら
信
楽
荘
へ

下げ

向こ
う

し
、そ
の
管
理
指
揮
に
あ
た
っ
た
こ
と

は
、彼
の
日
記
で
あ
る「
後ご

法ほ
う

興こ
う

院い
ん

記き

」に
つ

ぶ
さ
に
記
さ

れ
て
お
り
、

早
く
か
ら
注

目
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

近
衛
家
に

と
っ
て
信
楽

荘
は
建
築
用

材
な
ど
そ
の

豊
か
な
山
林

資
源
を
得
る
た
い
へ
ん
重
要
な
所
領
だ
っ
た

の
で
す
が
、戦
乱
が
広
が
る
に
つ
れ
、六
角
氏

や
伊
賀
の
諸
勢
力
が
た
び
た
び
荘
園
を
荒
ら

し
、年
貢
な
ど
の
納
入
も
途
絶
え
が
ち
と
な

り
、そ
の
安
定
支
配
の
た
め
政
家
自
身
が
現

地
に
赴
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

宇
治
の
平
等
院
か
ら
山
路
を
進
み
朝
宮
へ

越
え
た
政
家
が
、宿
所
と
な
っ
た
小
川
の「
大

興
寺
」（
現
大
光
寺
の
前
身
寺
院
）に
落
ち
着

い
た
の
は
応
仁
二
年（
一
四
六
八
）八
月
十
九

日
の
夕
刻
の
こ
と
で
し
た
。
政
家
は
こ
れ
か

ら
十
月
十
九
日
ま
で
の
二
か
月
に
わ
た
り
、

わ
ず
ら
わ
し
い
荘
務
だ
け
で
な
く
、多
く
の

人
々
と
交
わ
り
、美
し
い
自
然
に
触
れ
る
な

か
で
、殺
伐
と
し
た
京
都
の
情
勢
を
ひ
と
と

き
で
あ
れ
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

【
市
史
販
売
場
所
】　

〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ・山
田

書
店・TSU

TAYA

さ
ん
ぽ
う
ど
ー・
水
口

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・
道
の
駅
あ
い
の
土
山・
新

名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所・土
山

歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店・市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店・信
楽
伝
統
産
業

会
館・信
楽
中
央
公
民
館

※
予
約
申
込
の
方
は
指
定
の
施
設
で
お
引
き

換
え
く
だ
さ
い
。

近
衛
政
家
信
楽
に
赴お
も
むく
①

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

小川の大光寺

Ｑ
水
道
水
の
水
質
検
査
は
ど
の
よ

う
に
実
施
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
甲
賀
市
水
質
検
査
計
画
に
よ
り
毎

月
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
結
果

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
急
に
使
用
量
が
増
え
た
の
は
漏

水
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
メ
ー
タ
ー
の

パ
イ
ロ
ッ
ト（
※ｐ
17
の
図
参
照
）が

動
い
て
い
れ
ば
、宅
内
給
水
管
の
ど
こ
か
で

水
漏
れ
が
あ
り
ま
す
。
甲
賀
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）に
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ち
な
み
に
お
風
呂
の
浴
槽
い
っ
ぱ
い
で
約

１
８
０
リ
ッ
ト
ル
、シ
ャ
ワ
ー
５
分
間
の
使
用

で
約
60
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使
用
し
ま
す
。

Ｑ
平
日
は
水
道
料
金
を
支
払
い
に

い
け
ま
せ
ん
。
他
の
支
払
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
市
で
は
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、納
付
書
で
の
お
支

払
い
は
、期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
可
能
で
す
。
バ
ー
コ
ー
ド

が
印
字
さ
れ
て
い
る
納
付
書（
納
付
通
知

書
）を
コ
ン
ビ
ニ
に
お
持
ち
に
な
り
、現
金

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

Ｑ
水
道
料
金
を
滞
納
す
る
と
水
道

は
止
め
ら
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
納
期
限
ま
で
に
料
金
の
お
支
払
い

が
な
い
場
合
、督
促
状
を
発
送
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
お
支
払
い
が
な
い
場
合
は

催
告
書
、給
水
停
止
予
告
通
知
書
を
発
送

し
、納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、給
水
停

止
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、経
済
的
な
事
情
等
に
よ
り
一
括
で

の
お
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
分
割
で
の

お
支
払
い
も
可
能
で
す
の
で
、上
下
水
道
料

金
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
水
道
週
間
で
す

　
毎
日
使
用
し
て
い
る
水
道
水
は
、生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
機

会
に
一
人
ひ
と
り
が
、水
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
心
が
け
、水
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、よ
り
水
道
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

水
道
に
関
す
る
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

さあ今日も　水と元気が　蛇口から　―第54回水道週間―

問
い
合
わ
せ

 

●
料
金
の
こ
と
は
…
上
下
水
道
料
金
課
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８
６
‐
８
０
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４
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●
工
事
の
こ
と
は
…
上
水
道
課

 

☎
８
６
‐
８
０
１
６

　
Fax
８
６
‐
８
３
９
０

水
道
メ
ー
タ
ー

　
交
換
の
お
知
ら
せ

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は「
計
量
法
」に
よ
り
有

効
期
限
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
有
効
期
限
が
満
了
す
る
前
に
、

新
メ
ー
タ
ー
へ
の
取
替
作
業
を
甲
賀
市
管

工
事
協
同
組
合
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
６
月
か
ら
毎
偶
数
月
に
、甲
賀
市
管
工
事

協
同
組
合
加
盟
業
者
が
対
象
の
お
宅
に

お
伺
い
し
て
順
次
取
替
え
作
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

○
対
象
の
方
に
は
、ハ
ガ
キ
で
取
替
の
予
定

日
と
業
者
名
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
取
替
時
の
立
会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の
際
に
は
、一
時
的
に

断
水（
通
常
５
～
20
分
程
度
）し
ま
す
。

○
止
水
栓
の
不
良
等
で
取
替
え
が
で
き
な

い
場
合
は
、後
日
修
繕
工
事
を
し
て
か
ら

取
替
え
い
た
し
ま
す
。

○
市
の
設
置
以
外
で
有
効
期
限
の
８
年
が

超
過
し
て
い
る
も
の
は
所
有
者
に
お
い

て
取
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

上下水道料金課
☎86-8014
Fax86-8032

問い合わせ
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お知らせ

不正改造車を排除する運動
●期間／平成24年6月1日～6月30日
　暴走行為や過積載等を目的とした
自動車の不正改造は、交通事故の原因
となり、環境の悪化にもつながります。
　そこで、国土交通省等が、特に6月を
「不正改造車排除強化月間」と定めて
おり、以下のような改造は犯罪になり
ます。絶対にやめましょう。
◦�運転席・助手席の窓ガラスへの着色
フィルム装着
◦�クリアレンズ等の不適切な色の灯
火器の取り付け
◦タイヤの車体外へのはみ出し
◦�マフラー（消音器）の取り外し、基準
不適合のマフラーの取り付け

◦�ダンプカーの荷台さし枠取り付け、
リアバンパー取り外し
◦基準外のウィング取り付け
◦大型車の速度抑制装置解除
◦不正軽油の使用　など
問／生活環境課
65-0686 ／Fax 63-4582

人権教育連続セミナー
■第3回
●日時／6月19日（火）
19時30分から21時
●場所／かふか生涯学習館
●内容／講演『仕事作りが私の仕事』
～雇用を通じた人権確立を～
●講師／植

うえ

並
なみ

鈴
すず

枝
え

さん　㈳おおさか
人材雇用開発人材センター事務局長
※参加無料。手話通訳あり。
■第4回
●日時／7月3日（火）
19時30分から21時
●場所／かふか生涯学習館
●内容／講演『国際協力の活動を通し
て』�～南米からもらった大切なこと～
●講師／上

うえ

井
い

香
かん

奈
な

さん　JICA国際
協力推進員・元青年海外協力隊員　
※参加無料。手話通訳あり。
問／人権推進課
65-0693 ／Fax 63-4582

「夏の山野草展」
開催のおしらせ

　季節の山野草の展示や、信楽くるみ
作業所による陶器販売を行います。
●日時／１日目：６月16日（土）10：
00～17：00　２日目：６月17日（日）
９：00～16：30
●会場／鹿深ホール（水口中央公民
館内）
問／滋賀山草会　事務局
／Fax 0748-75-0377

｢外国人の生活・就労相談｣
の開催
●日時／６月12日(火)・７月10日(火)�
13：30～16：00（予約不要）
●場所／自主活動センターきずな１
階ロビー（甲賀市水口町5675）
●対象者／市内在住、在勤の外国人
の方
●内容／住宅、就労、貸付、生活保護
等の相談　　　　
問／商工政策課労政係　　　
65-0710　

平成24年度「禁煙週間」
　たばこは自分にも、他人にも害をあ
たえます。　今一度、周囲みんなの健
康を考える機会にしましょう。
　各保健センターでは、禁煙支援を実
施しています。健診（検診）カレンダー
P14を参考に、健康相談をご予約い
ただき、ご利用ください。
問／健康推進課　健康増進係
65-0737 ／Fax 63-4591

近畿税理士会水口支部・
水口納税協会　共催による
税務相談
●会場／水口納税協会３階会議室
●時間／１３時３０分～１６時３０分（受
付１６時まで）
●定員／予約制で先着６名（１人約３０
分）
●開催日／６月１３日、７月１０日、８月８
日、９月１２日、１０月１０日、１１月１４日、
１２月１１日、１月９日、２月１３日、３月１３日
問／公益社団法人水口納税協会
62-1151

6 月 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

水口スポーツの森へ行こう　●6月の催し
甲賀市民スタジアム

2日（土） 中部日本選抜軟式野球大会（中学生軟式野球）
3日（日） 天皇賜杯軟式野球大会地区予選（一般軟式野球）
10日（日） 西日本軟式選手権地区予選（一般軟式野球）

16日（土）・17日（日） 第37回全日本クラブ野球選手権大会1次予選（一般硬式野球）
23日（土）・24日（日） 第42回中部日本地区選抜中学軟式野球県予選（中学生軟式野球）

30日（土） 近畿少年軟式野球大会（中学生軟式野球）

多目的グラウンド
2日（土） 県民体育大会予選グラウンド・ゴルフ大会（一般グラウンド・ゴルフ）
3日（日） 県サッカーリーグ（一般サッカー）
5日（火） 第10回女子ゲートボール大会（一般女子ゲートボール）

9日（土）・17日（日）・
30日（土） 高円宮杯U-18　サッカーリーグ2012滋賀（高校生サッカー）

9日（土）・10日（日） 第4ブロック中体連強化練習会（中学生サッカー）
11日（月） 国体成年女子選手選考会（一般女子サッカー）
16日（土） 甲賀市少年サッカー大会（小学生サッカー）

21日（木） 第8回甲賀市体育協会スポーツ大会
第27回春季ゲートボール大会　（一般ゲートボール）

24日（日） 水口ロータリークラブ杯予選（小学生サッカー）

陸上競技場
2日（土） 第4ブロック陸上競技大会（中学生陸上）
16日（土） 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会（一般陸上）
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

編集 ・発行

Fax☎
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Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/
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うちゅう
ステーションから
見た地球

かくれる忍者

満開の桜

　今回は、私が好きな生き物の特集を組ませていただきまし
た。取材を通して初めて知ったことも多く、漠然と「甲賀市は自
然が豊かだなぁ」と思っていたことも具体的にどう豊かなのか
少しだけ理解できた気がします。また、今回の写真を撮るため
に実際に生き物を追いかけてきましたが、ファインダーを通し
てその姿を見ているうちに、虫捕りが好きで、図鑑が好きだっ
た子どもの頃を思い出し、夢中になっていました。
　普段、デスクワークが多いので、時々こうやって自然の中に
繰り出してみるのもおもしろいですね。 つ

総数
男
女
世帯数

（－35）

46,696人
47,493人

33,021世帯

（－17）

（－18）

（＋55）

94,189人
※（　）内は前月比 Ｈ24．4．30現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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